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1． 二 種類の 歩行

　 30年前の 夏 ， Neil　Amstro 皿gと Buzz　Aldrinが 「静

か の 海」を歩い て い たとき，筆者はようや く地球上 で 自

由に駆 け回れるようになっ たばかりだ っ た．勿論 当時

の記憶は ない ．そ の 頃に青春 を過 ご された方々 とは

Apollo　l　1号へ の 思 い 入れ に 隔たりがある だ ろう．し

かし現在 の 職場が そ の 歴史的出来事の 舞台だっ た の

だから，と並木氏か ら表題 の 執筆をご依頼頂 い た．共

有体験 が ない か らこ そ，より客観的 に論じ られ る テー

マ もある かも知れ ない ．

　本稿で は まず，惑星科学 に おけ る米 ソ の 「月レー

ス 」の 歴史的意義と，Apollo計画以来，米国航空宇

宙局 （NASA ）ジ ョ ン ソ ン 字宙セ ン タ
ー

（JSC ）が 果

たして い る役割を復習する．続い て 今年 30周年 を迎

えた月惑星科学会議（LPSC ），特 に新 しい 研 究課題

に 関す るセ ッ シ ョ ン の 様子 を報告す る．最後 にJSC の

研究者へ の イン タ ビュ
ー

を交 えつ つ ，今後 の 世界各国

の 太陽系探査 の 行方を考察する．

2．惑星科学におけるApollo計画

　　の意義

2．t 史上初のサンプル リターン

　Apolloは決して科学主導の計画で は なく，冷戦時代

の米ソの 宇宙競争における米国の 政治的切り札とし

て 歴史に 登 場 した ．しかし，で は こ の 計画 が なくて

も現在の 惑星科学 が 存在 し得た か とい うと，か なり疑

わ し い ．Apollo　11号 に よる 「人 類 の 月面着陸 30周

年」とは ， 「人類初 の サ ン プル リターン30周年」でもあ

る．この とき持ち帰 られ た22kg の 月面試料 こそ，初

めて実験 室にもたらされた 「起源が明らかな地球外物

質」で あり，そ れ まで 天文学と地質学 との 狭 間に 埋 も

れて赤子 の ようだっ た「惑星科学」に，独 自の 成長を促

したきっ か けだ っ た．

　さらに 今年 は ， 世界初 の 月探査機Luna　l号 の 月 フ

ライバ イと，続 くLuna　2号 の 月面衝 突 （「硬」着陸〉か

ら40年目で もある．この 時代，打 ち上げ失敗 も含め

て，米 は 1973年 の Apollo計画 の 終了まで 41機，ソ 連

は76年 の Luna計画 の終了まで 59機もの宇宙機で月を

目指した （図 D 国．69年 の 有人月着陸は，こ うした十

数年に及 ぶ 「月 レース」の 到達点で ある il 「 ．そ の 「副

産物」として，高分解能画像 に よる月面 の 地形 図 ・地

質図，月 の 石 の 組成 ，月震 ・重力 デ
ータな ど，豊富

な科学デ ータが もた らさ れ た ［2，3］．そして
， 例 えば

月 は 始原天体 で はなく分化して い る ， クレーター
の 起

源 は 超高速衝突現象で ある等，当時 の 科学 的議論 の

多くが決着 した．同時に さらに多くの謎も生 まれ，よ

り高分解能 ， 高精度の データが 必要に なっ た．これ

らが，後述 する現代 の 月探査 の 科学的動機に なっ て

い る．

2．2 太陽系探査の裾野拡大 ・Apolloか らDiscoveryヘ ー

　有人月着陸 の 華や かさの 陰に 隠れて 見落とさ れ が

ちだ が ， SpuInik　l号 か ら 3年後 に は 火 星 ，3年4 ヵ 月

後 に は金星 を 目指す初 の 惑星探査機の 打ち上げが ，

旧 ソ 連に よ っ て 試 み ら れ て い る ．米国 も1973 年 に

1 米国航空宇宙局ジ ョ ン ソ ン 宇 宙セ ン ター・地 球科 学／太陽系探 査部 門

注 1）月 レ
ー

ス 時代 の 米 ソ の 月探 査の ミ ッ シ ョ ン 目標 に は，難易度の 順 に フ ライバ イ，表面衝突，軌道 周回，軟着 陸，地球帰還，
　　 サ ン プ ル リ タ ーン の 六段 階が あ っ た。日本は ひて ん で

一
気 に第三 段 階 まで ク リァ

ー
し，SELENE 　1号で 軟着 陸 まで 成功 させ

　 　 る 予定で あ る．
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Marinerシ リ
ーズ が終了するまで の 15年間 に ， 太陽系

探査 に必要 な基本技術を取得した ．両国 は宇宙開発

の 当初か ら，地球一月圏を脱 し，太陽系 を旅す る志 を

持 っ て い た の で あ る．そ の 後，スペ ー
ス シャ トル計画

の 予算が膨 み ，米国の 太陽系探 査は
一

時期，少数 ・

長期 ・巨大化 の 道を辿 っ た。しか し90年代 に な ると，

年
一

回の ペ ー
ス で 打ち上げられる公募型探査機 シ リ

ーズ 「Discovery」と，新しい 探査技術 を実証する指

名型 試験 機 シ リーズ 「N 。 w 　Millennium （現 Space

Technology ）」が 開始され ，軌道修正 された．

　Discoveryシ リーズの 主な目的は，（1）ミッ シ ョ ン 毎

の コ ス トを 1．5億 ドル 未満 と大幅 に 減 らす代 わ りに ，

（2）選抜から打 ち上げ まで の 期間を約3年間 に 縮 め ，

（3＞科学目標が 絞り込 まれ た探査機 の 打ち上げ 回 数 を

増 や す事で ある 〔4］．この ような 厳 し い 枠組 み で の 競争

にも拘わ らず，ほ ぼ 2年おきの 公募に は，毎回数十もの

産官学
一
体 の チ ーム が 応募する．筆者は こ こ に ， 米国

大学 に おける惑星科学 の 裾野の 広 さを感じ る．この 底

力こそ が Apollo 計画，及びExplorerから始 まる
．一・

連 の

探査機シ リ
ーズ の 最大の 遺産で あろう．この 競争に勝

ち残 っ たNEAR ，　 Mars　Pathfinder ，　 Lunar　Prospecter，

STARDUST などの ミッシ ョ ン に よ り，米国は再び太陽系
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探査の 黄金時代 を築 きつ つ ある．

3 ． JSC の役割

3．1Apollo と共 に誕生

　NASA は 全米各地 に研究所や 事務所 を持 っ て い る．

そ の 中 で も有人宇宙飛行の 立案 と運用，またそれら

に 必要な技術開発，科学研究，人材養成を行な っ て

い るの が ， テ キサ ス州ヒュ
ース トン市にあるJSCで

あ る．そ の 歴史は ケネディ大統領 によるApollo計 画の

発表と共 に 始 まり，1962年にMSC （Manned 　Spaceflight

Center）として 発足 した．

　そ の 頃 か らJSC に 働 く研究者 に よれ ば
， 当時 NASA

は 国家 予算 の 約 6％を占め
， Apello関連だ け で 全国

に 数十万 もの 雇用が創出 された．そして 「1960年代が

終わ るまでに人間を月面 に 送 り， 安全に地球に 帰還

させ る」目標 を実現するため ，寝食 を忘れ るほ どの

ハ
ー

ドワ
ー

クが何年も続 い た らし い ．そ ん な中，月面

試料 の 回収が ど ん な新 しい 科 学 を生 み 出す か を

NASA 上層部に 懸命に説い た の が，当時学位 を取 っ

て 間 もな い ，JSC の 若 い 研 究者 達 で あ っ た ．そ の 結

果，6機 の Apollo着陸船 は 合計 で 382　kgの 月の 石 ，
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掘削 コ ア ， 小石 ，
レ ゴ リス等を持ち帰 っ た．一

方 の

旧 ソ 連も70 年か ら3回 ， Luna 無人探 査機 に よっ て 約

300g の 月面試料 を回収 した【5］．

3．2 宇宙物質キュ レー
ショ ン施設

　サ ンプル リターン成功 の 鍵は，回収試料 の 初期分析

（「宇宙検疫」を含 む）， 分類， カタロ グ 化，保管，そ

して詳細分析 の た め の 外部研究者へ の 分配 を，どれ

だ けシ ス テ マ ティッ クに 行 な えるか で ある．こ うした
一

連 の 作業をfキ ュ レーショ ン 」と呼 ぶ ．JSCの 現 「地球

科学 ／ 太陽系探査部門」は ， 米国最大の 宇宙物質キ

ュ レーシ ョ ン 組織 ・施設 で ある．現在 で は月面試料以

外にも，南極隕石，成層圏で捕集された宇宙塵， 人

工衛 星の 表面上 の宇宙塵 に よ る衝突痕 等の キュ レー

ショ ン が ， ここで 行なわ れて い る．さらにSTARDUST

探査機による彗星塵 と星間塵 ，Genesis探査機に よる

太陽風粒子，Aladdin探査機に よる火星衛星 の 破片，

そして Mars　Sample　Return（MSR ）探査機に よ る火星

表面 の 土壌 など，今後NASA が 採集する宇宙物 質 は

全 て JSC に集め られる方針 に なっ て い る （表D 囹 。

　月面試料 は特に厳しい 警備体制の 元，自然災害や

テ ロ の 攻撃にも耐える構造をした巨大な金庫の ような

建物 に安置 されて い る．保管倉庫内では地球大 気に

触れ ない よう，窒素ガ ス を満たした棚 にミッ シ ョン 毎に

まとめ られて い る．また初期分類から
一

定水準の 詳細

分析 まで 全 てJSC 内 で行なえるよう，各種分析装置 も

整備されて い る．こうした施設 を維持す るに は手 間 も

資金 もか か る．そして 数千 の 隕石 や 宇宙塵 を一つ ．一

つ 分析して カタ ロ グ を作 る作業は，地道 で 根気 の 要る

「職 人 業」の 世 界 で ある ［例 えば 7］．しか しJSC で は こ

れ らを専任 ス タッ フを雇っ て 30年間継続 し，様 々 な経

験を蓄積で きたか らこそ，Apollo世代から
一

連 の新

世紀 の サ ン プル リタ
ー

ン に 携わる 世代にバ トンタッ チ で

きた．

3．3 その 他 の 研 究テーマ

　同部門に は キ ュ レーシ ョ ン 担 当以外 に ， 火星隕石

ALH84001 内の 微化石 に 似た特徴 の 研究 など，「宇宙

生物学 （Astrobiology）」をテ ー
マ とするグ ル ープもい

る ． LPSC の 項 で も述 べ る が ， 「宇宙生物学」は

NASA に 限らず，現在全米 の 宇宙科学者 に とっ て ， 最

もホ ッ トなキ ー
ワ
ードで あ る．また ， 固体微粒子加速

器 を使 っ た宇宙物質の 超高速衝突現象 の 実験 も盛ん

で ある．最近で はSTARDUST ，
　 Genesis探査機の 試

料捕集器 の 性 能試験 が行われた．国際宇宙ステーシ

ョン の建設が 始まり，益々 問題 が顕在化 して きた ス ペ

図2 ：LPSC30周年 の 記念写真
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表 1　 今後 10年 間の サ ン プ ル リ タ
ー

ン ミ ッ シ ョ ン
ー

覧

探査機 Stardust

（運用 中）

Genesis
（開発中）

MUSES −C
（開発 中）

Aladdin

（選考中）

Mars　Sample

R蜘 m （計画中）

Ch   pomon

（計画 中）

宇宙機関 NASA ／JPLNASAIJPLISAS 斛 ASANASAIAPLNASA ／CNESNASA ！JPL

行き先 彗星 コ マ 太陽1地球

Ll 点

近地球型

小天体

フ オ ボ ス ，

ダイモ ス

火星 彗 星核

採集試料 彗星塵，

星間塵

太陽風粒子 小 惑星破片 火星衛星

破片

火星表 面，

地下土 壌

彗星核内氷

打ち上げ 1999年 2001年 2002年 2003年 2003，2005年 2003年

地球帰還 2006年 2003年 2006年 2006年 2008年 2009年

一
ス デ ブ リの 研究で も，NASA の 中心 的 役割を担 っ て

い る．さらに宇宙飛行士 が 撮影した地球表面 の 映像

の 解析や，有 人火星探査 など将来の 有人太陽系探 査

の構想を練る の もこ この仕事で ある．

4 ．第30 回LPSC

4．1 歴史 ・沿革

　毎年3月頃に JSC 及 び 月惑星研究所 （LPI）に て 開催

され る 「月惑星科学会議 （Lunar　and 　Planetary　Science

Conference　（LPSC ＞）」も，今年で 30周年を迎 えた．

この 会議の 第
一

回 目は1970年 i月 ， Apollo　l　l号 の 月

面試料を配られた150名を超すPI科学者が NASA へ 委

託 研 究 の 成 果 報 告 を行 な うた め に ，「Apollo 【I

Lunar　Science　Cenference」として 開催 され た．同月末

に は ，この 会議で 発表され た 成果 をScience誌が ，通

常の4倍もの 厚さの特集号にまとめて い る［3］．翌年 も

Apollo　l　2号の試料に つ い て同様な報告会が開かれ ，

同時に 旧 ソ 連 の Luna シ リ
ー

ズや 月以外 の 惑星探査 の

成果発表も行なわ れ るようになり，定例化 され て い っ

た ．30回記念の 今回 は3月15〜19日 まで 開催 され ，24

ヵ 国か ら to73名が参加した （図2）．第
一

回 に は 8名足

らず だ っ た 日 本 人 の 参加者も，今回 は55名を 数 え た

【8］．セ ッ シ ョ ン は宇宙物質の分析とミッ シ ョン の 成果が

中心 で あり，昨年亡 くなられ たJSCの 初代 キュ レータ

ー・Elbert　King氏の 追悼シ ンポジ ウム が，　 Apollo　I　I

N 工工
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号 の 30周 年 に 開 催 され た の も象徴 的 で あっ た．

　LPSC と名前を変えた今で も，
こ こ で の 発表の 善 し

悪 しが 翌年度の NASA の 宇宙科学予算 の 分配 に左 右

するとい う「神話」が罷り通 っ てい る．そ の せ い か ， 各

セ ッ ショ ンで は 自由闊達な質問 が 交され ， どん な研 究

が誰によっ て どんな視点 で 進められて い るの か ， 効率

良く概観で きた．ポ ス ターセ ッ シ ョ ン も連夜21時過ぎ

まで に 及び ， （無料 の ビール の 助けもあ っ て か〉活 発

な議論 の 応酬が見られ た ．また 若手研究者や 大学院

生 の 参加が多く， 恒例 の チリ料理 コ ン テ ス トや ア リゾ

ナ大パ ーティ
ーなども大 い に盛り上 が っ て い た，南極

隕石や月試料などの 年
一

回の 分配会議も， LPSC直後

に行なわれ る，さ らに例年11月か ら2ヵ 月程度南極に

派遣され る，米国隕石探査隊 の 帰国報告会を兼ねた

スラ イド／ビデ オ ショ
ーも，恒例行事に なっ て い る よう

で ある．

4．2．30周年記念大会の ハ イライト

　 5日 間 に わた る 会議 の 全貌 を報 告す る に は紙数 が

足 りない ．以 下 ，筆者が 特に 注 目 した セ ッ ショ ン の み

簡単に解説する．

4．2．1．　 「将 来の 惑星 ミッ ショ ン」セ ッ ショ ン

　 NASA の宇宙科学事務局は数年前に太陽系探査 に

関する ミッ シ ョン ロ ードマ ッ プを作 っ た． それ に沿っ て

掌

シ リ
ーズ

CboO：口蹴 貸の応用／ス ビンオ7
イ
ノ
眩自の 目梱〕

図 3　太 陽系 探査小委 員会 に お ける太陽 系探査の 将 来計 画 ロ ー

ドマ ッ プの 概陥（C．Chyba委員長の 講演をまとめ た 筆者の メ モ

か ら）．二 つ の 矢印 は定性 的に．「達成期間亅賠短い もの か ら長 い

方 へ ，「データの 多様性」は 少 ない もの か ら多 い 方 へ 向い て い る．

日本惑星科学会誌 Vol．8．No．2，1999

今 回 ， 太 陽 系探査 小 委 員 会 が 5つ の 戦略 キ ャ ン ペ ー

ン 毎 に ワー ク キ ン グ グ ル ープ （WG ）を 形 成 し ，

2005 −2015年に お け る （Discoveryシ リーズ 以外 の ）太

陽 系探 査 の 新 規 アイディア を発 表 した （図 3， 表2）

【9〜121．同 日の ポ ス ターセ ッ シ ョ ンで は 全国か ら募ら

れた アイデ fア が展示 され ， 各WG 委員は勿論 ，
　 NASA

本部 の 宇宙科学事務局長自らが，各発表者と直接議

論 を交 して い た．こ うしたボ トム アッ プ 式 の 意見収集

が，米国 の 惑星探査の 「基礎体力」強化につ な が っ て

い るの だ ろ う．

4．2．2．「宇宙生物学・前駆体 起 源 火星生命」

　 　 　 セ ッ シ ョ ン

　今回最も盛況だっ たセ ッ シ ョンで ， 立 ち見を含め た

300 人 以 上 が会 場 に詰 め か け た ．特 に ，JSC の

ALH84001 分析チーム に よ る新しい 発表が注目を浴

び た．D ．　McKay らは，別の 火星隕石Nahkla とShergotty

に も，サ ブ ミクロ ン の バ クテ リア 化石に似 た球状鉱物

戦略別ワ
ー

キンググル
ー

ブ 推奨された探査計画

（1）我々 の化学的起漂と基礎構成物質 噛彗星核サンブル リタ
ー

ン

掌複数の 小惑星フ ライバ イ

寧 「巨大」 メインペル ト小感星総合

　査オ
ー

ピタ
ー

＆深口 〔＞IOm 》サ ン

ルリターン （例 ：恥 ）

零彗墨／小感屋内邪構造探査機 （レ

　ダ
ー，塘震計，電波サウンダ

ー
等）

ホ遠隔小天体探査檐 （トロ ヤ群，KBO
C  嘸 外感星系の小型衛星）

2）外惑星領城での 生命誕生以前

　 の化学

零工 ウロ バオ
ービタ

ー

零エ ウロ バ着陸機

■ タイタン大気，地表，地下探査機

（気球 またはグライダー型飛行 ロ ポッ

トを含む〕

（3）太隅系内での 宇宙物理学的現象 O 土星円環観測機

零晦王星オ
ービタ

ー
／ トリトン

フライパイ

零外感星複数地点プロ
ー

ブ

ホ木星極軌道才
一ビタ

ー

（4）地球型惑星の形成とダイナ ミクス ゆ太陽・水星才一ビター
ゆ金星大気サンブルリタ

ー
ン

唯金星地表・大気探査用飛行ロポッ ト

準月内都物質サンプル リターン

備 極エイトケン）

噛火星堆震計・気象観測ネッ トワ
ー

ク

  地 球型環塊の進化 零火星サ ンブル リターン

表 2　太陽 系探 査小 委 員会内の 5つ の ワーキ ン ググル ープが

推奨 す る，2005年頃 か ら2015 年頃 ま で の 米国探 査 ミッ シ ョ

ン 案
一

覧
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の 集合体があると発 表した［13］，また K， Thomas−

Keprtaらは，　 ALH84001 上 の 球状物質近くに あ るマ グ

ネタイトの 起源が好磁性微 生物であるこ とを示唆し，

議論を巻き起した ［141，しか し最も傑 出した発表は ，

微生物学者 A．Steeleらに よる，従来 の 隕石物質分析

の 手法 で は ，隕石 表 面 で 生 長 す る 「地 球起 源 の 現代

の 微生物」すら分類 で きて い な い とい う指摘 だ っ た ろ

う［15］．全く新しい 学問が 誕生 しつ つ ある 「分娩室」

に 立ち合 っ て い る ような気が した．今後も様 々 な研究

者が こ の分野に参入するだ ろ うが ，2008年に MSR が

持 ち帰る火星土壌を分析 するまでおそらく決着しない

だ ろう，

42．3 「氷衛星 」「イオ」「エ ウ ロ バ 」セ ッ シ ョ ン

　外惑星 の 衛 星 個 々 で 独 立 した セ ッ ショ ン が 成 立 す る

ほ ど，探 査機デ ータ の 解析は 進ん で い た．特 に

Galilee延長 ミッ ショ ン で集中的に フ ライバ イが行なわ れ

た エ ウ ロ バ 表面 の 地形研究が 盛iん だ っ た．従来 の ク

レ
ー

タ
ー

年代学が単純 に は通用しない 中，画像 デー

タ［161と氷対流 モ デル ロ刀からどの ように水氷 「地殻」

の 厚さや 年代を求め る の か ？どん な地形 の 下 に 若 い

水マ ン トル 「海」の 湧出が ある の か ？これ らの テ ーマ

は，2003年打ち上げの エ ウロ パ オ
ービタ

ー
に よる 地表

観測 の 戦略 と，続 い て 「海」の 成分調査や生命探査を

行なう着陸機をどこに落とすか，とい う疑問 に直結し

て い る．タイタ ン や太古 の 火星 も「海探査」をキ
ー

ワ
ー

ドとして 共通項 で くくられる．海の 起源 ・進化，地球の

物質循環に 関するジグ ソーパ ズ ル は ， 地 球史にお い

てすら ， まだあちこちで ピース が欠け て い る。固体

惑星， 惑星大気の 中間 に位置する 「惑星海洋学」の

胎動 を感じた．

4．3NASA の 月探査 ：現在 と将来

4．3．1　LP の 総合的成 果

　月に関して は毎日独立した セ ッ シ ョ ン が催 されたが，

報道陣 が 注 目したの は，98年から観測を始め たLunar

Prospector（LP）の 最新成果で あ っ た．ノ ミナル ミッ シ ョ

ン 中には，重力異常及 びH，K，　Fe，　Trなどの 資源の

極在 を全球マ ッ ピン グし，す で にWWW 上で 動 画が公

開され て い る ［18】．LPSC の会期中は，高度20　km ま

で 落として，各種の 観測精度 を上 げ て い た．

　記者会見の 目玉 は ，ioO度重力 モ デ ル を使 っ た重

力計 データ の 解析 ［19亅と，ジ オ テ イル ロ
ーブ を通過 し

た 時期 の 月の 磁気双極子 モーメン トを測定した磁力計

データの 解析 【20］が ， それぞれ独立 に金属鉄 の 中心

核 の 半径を220−450km ，300−・425　km と求め た こ と

で あっ た．両者が正 しければ，中心核の 重量比 は月

の 全質量の 1〜3 ％程度，つ まり地球の 1〆10未満の数

値となる．LPチーム は，こ れ こそ「月が地球表層部か

らもたらされ た」とする 「巨大衝突説」の 確証に向け て

の 重 要 な 発見 だと強 調 した，勿論最終的な結論 は，

立 体的な地震波計測 に よる誤 差の より小 さい コ ア 半径

の 測定を待たねばならない だろ う．しか し， 少なくと

も米国で は，それはもは やLP の 計測 の 「向上 」或 い は

成果 の 「追確認」とい う位置付け に なる．果た して 将

来の 惑星科学の教科書に は，「Apolloの サ ン プル リタ

ー
ン に よっ て 化学 ・鉱物的 に 月 と地球が同じレ ザ ーバ

ーか ら作られた ことが 示唆 され，LP に よる物理計測

によっ て 双子説対巨大衝突説 の 論争が終結 に向っ た 」

と書か れ るようになる の だ ろうか ？

4．32 “
Been 　There

，
　 Done　That”：Mendell博士へ

　　　 の イ ン タ ビ ュ
ー

　続い て米国 の 月探査に関する未来の 展望を調べ る

ため ， 1963年からJSCで米国の 月探査計画 立案の 中

心 となっ て きた惑星学者の エ キ ス パ ート， Wendell

Mende ］1氏 に イン タビュ
ー

した．

　 まず「Clementineや LP と続い て ，巳本 の 追 い 上げも

あ る．NASA は今後 の 月探 査を どう計画 して い るの

か ？」とい う問 い に対 して ，彼 は 「そ の ような計 画 は全

くな い 」ときっ ぱ り否定 した ．NASA か ら 見 れ ば
，

Clementineは軍部が 月を目指 した ミッ シ ョ ン で あり，一

方LP は 1）iscoveryの 「徒花」（6300万 ドル とい う安い

ミ ッ シ ョ ン は前代未聞）とい うだけ だ と言う．確かに

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Planetary 　Soienoes

122 日本惑星科学会誌VoL8 ．No ．2，1ggg

1989年の 有人月着陸20周年式典 で ブッ シュ 大統領 は
”

Space　Exploration　Initiative
”
を 提 唱 し，90年 代 に 宇

宙ス テーシ ョ ン
， 21世紀に は恒久月面基地 ， そ の 後

に火星有人探査とい う有人宇宙飛行の 長期ビジ ョン を

披露した ．しか しこの 構想は議会に よっ て葬られた．

現在 の 米国で は 「月には既 に行 き， 政府がやるべ きこ

とは や っ た」とい う認識が大多数で ある．月極地 クレ

ー
タ
ー

の 永久影 で の 水氷 の 間接証拠 の 発見以 後も，

大勢は 変 わ っ て い な い ．

　米国 で は よく， 「月面基地推進派 ； カーゴ カ ル ト」

説注 2
が語られ る．そ れ に よる と彼等は多くの 場合 ， 過

去に Apolloなど に よっ て 「心理的衝撃」を受けており，

そ の再現 自体が 目的化し，基地建設の論理 （産業振

興 ， 新規技術 の テ ス トベ ッ ド，人類史，進化論的必然

性など）は全て後か ら付 い てくる．Mendell 氏い わく，

「彼等 は ， 熱心 に 説 けば 『空から神 の 恵みが降 っ て く

る』ように，ある 日 政府が Apollo並み の 予算を落 とし

て くれて 基地 が 建設 で きると信 じて い る」．しかし，「カ

ル ト」の 呪縛 の 外に い る 米国社会で は，長 年 の 検討

の 結果， 現在の 科学技術 レ ベ ル で は月面基地へ の 税

金投資は議会 の 合意が得られ ない し，経済的に もペ

イしない と言われて い る【21］．唯
一

ブ レイクス ル
ー

の 可

能性が あ っ た 案が ，数 年前に JSC で 検討され た，

Apolloの 予算1 ％ で 行なう新世代 の 有人月探査 で あ

っ た ［22 ］． しか し条件 を満 た す案 が 出 る前 に

ALH84001 の発表が あり，「隕石
一

つ で あっ さり吹き飛

ん だ」（Mendell氏）とい う，さらに ， 人類 史的正当性 は

人類史的時間ス ケール で，進化論的正当性は進化論

的時間ス ケール で 遅れ るこ とが許 されて しまう．

　氏に よれ ば，国際宇宙ス テーシ ョンの 後に は直接火

星 に 行 くとい うの が，現在 の NASA 首脳 部 の 考えであ

る．但 し補足する と，NASA 長官は 月開発に つ い て

は民間活力 を歓迎す ると表明して い る．LPSC で の 新

ミッ シ ョ ン 案の ポ スターセ ッ シ ョン で も，月をターゲッ ト

に した 発表は NASA か ら は なく，米国 の ベ ン チ ャ
ー企

業 2社［23】と ， ESA の SMART −1［24］， そして 日 本 の

SELENE 　1号 機 に 搭 載 され る ガ ン マ 線計測装置［251

だ けで あ っ た itコ ．こうい う状 況 だ か らこ そ 日本 の 研究

者は ， 例 えばSELENE 　l号機 はLP と較べ て 物理計測

でどれ ほ ど優れて い るか を ， 今後もっ と積極的に ア ピ

ール して い くべ きだろ う．

　そうした情報が 日本か ら届かない か らだ ろうか，イ

ンタビ ュ
ー

の 途 中 ， 筆者は Mendell氏か ら「なぜ 日本

は 月に行くの か ？政府が税金 を使 っ て 月に行く理 由

を，日 本国民 は どう納得 して い る の か ？」と逆 に 問 わ

れ て し まっ た，彼は宇宙開発 政 策大綱［26｝お よび 1994

年の 宇宙開発委員会長期 ビジ ョ ン 懇談会報告書［27］の

英訳 に目を通 した上で，「日本の 月へ の 興味は，科

学よりも産業主導で あ る ように 見 える．H −IIAロ ケッ ト

の 需要 を創 っ た り，広大 な土 地 と潤沢 な 資源を安く

入手する こ とが 目的なの で はない か ？」との 見解 を示

した ．確か に 長期ビジ ョ ン で は 「有人 基地無人建 設

案」など，産業界 の 技術革新 を促す構想が注 目を集

め た．しか し政治主導だ っ た Apollo計画 か らも素晴ら

し い 科学成果 が 数多く生まれたの で ある．た とえ日本

の 月探査が産業 主導，研究者は 必 ずや ，月に 関する

新た な科学的知見を得る だ ろ う．むしろ 国民や海外

に対するそ の 辺 りの 説明不足 が，Mende1 眠 の ような

感想を生 むの で あろ う．

5 ． 新世紀初頭の太陽系探査

　　　二日本は何を担 うか ？

　今回の LPSC を機会 に 学 ん だ各国 の 探 査計画を外

挿すると， 新世紀初頭 の 太陽系探 査 の 構図 は 次 の よ

うになる．米国政府 は 国際宇宙ス テーシ ョ ン の 予算に

圧 迫 されつ つ も， 小型 ・安価 な探査機 で 内惑星領域

を頻繁に探 査する．同時に火星や外惑星の衛星にも

繰り返 し赴 き， 生命及 び惑星系 の 起源 に迫 る新しい

科学 の 構築に邁進する．ロ シ ア 政府は もは や 単独 で

探査 を行 なう力 は な い ．ESA は，　 Rosettaに よっ て 彗

星 の 総 合 探 査 を 独 自に 推進 し つ つ ，火星 ， 木星，

土星 に つ い て は米国との 相乗りを進め る．日本政府

注 2） 第 〕次 世界大戦 頃，米軍 の 補給物資が 誤 っ て ポ リネシァ の 離島 に落 とされ た．島民 は それ を「
天 か らの 恵 み」と信 じて析 りを捧 げ，

　　 再び 米軍輸送機が 来る 日を待 っ て い ると言 う，
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は小型探査機で 内惑星領域 の 探査を行なう
一

方，月

面に繰り返し訪問して その 実利用を目指す．さらに米

国を中心 とした民間 ベ ン チ ャ
ーが ， 月を含め た地球

近傍の宇宙空間で活躍 を始 め る．

　日本と米国の 月探査の 戦略は，特に対照的で あ る．

米国が民間活力へ の 移行を指向する
一・

方，日本で は

宇宙開発予算とマ ンパ ワ
ー

の 多くを月に注ぐ．月以外

の 太陽系天体 の 探査 は，優 先度 が 相対的 に 落ちるか

もし れ な い ．そ れ で 良い の か ど うか ，す で に 他 で も

指摘 されて い る ように ［28］， 我 々 日本人惑星科学者は

折に触れて 自問す る必要があるだ ろう．しか しもし今

後20年余りに わ た っ て こ の 展望が大 きく修正 されない

場合，我 々 は せ め て 「確 か に これ は 日本にしか で きな

か っ た こ とだ」と世界から言われ る ような活動を，月

面 で 展開 しなけれ ば なる まい ．そ の 際 に は，米国 で

Apelloが 果 た した ように，　 SELENE が 日 本 の 太 陽 系 探

査 の 「イン キ ュ ベ ータ 」に な っ て ほ しい ．例 えば

SELENE 　l号機が 成功 した暁に は，（ISAS とNASDA

を除 い て ）国内 の 大学や 研究機関か らレビュ
ー

に耐え

る新し い 探 査 案 が，少なくともDiscoveryの 応募数の 1

割は 出せ る程に，惑星科学の 裾野 を拡げた い ．

　これらは全て，我々 太陽系探査に従事する者が抱

く将来の 科学技術へ の ビジ ョ ン と，出資者で あ る市民

へ の ア カ ウ ン タビリティに帰する問題 で ある．30年前

に Apo ［lo　11号 が 成 功 した の は ，両 者 が 米 国 民 か ら

理解 ・支持 されて い たからで あ ろ う．
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